












































第 1章 序論 























































Cialdini, Reno, & Kallgren（1990）は，社会規範を記述的規範（descriptive norm）と命
令的規範（injunctive norm）の 2つに分けて捉え，この 2つの規範に対する焦点化の程






果（Cialdini et al., 1990）は，ごみのポイ捨てに許容的な記述的規範を顕在化させ，命
令的規範から記述的規範に焦点がシフトしたと考えることができる。 
また，進化心理学的観点から，目の表示が迷惑行動を抑制したり，協力行動を増進












第 2章 実験室実験によるごみのポイ捨て抑制要因の検討 
―監視カメラ・先行ごみ・景観・看板の効果 
実験 1では，第 1章で述べた 4 つの要因のうち，監視カメラの有無，先行ごみの有
無，景観の違い（草むら・更地・花畑）の 3要因を操作して作成したイラストを対提
示して，ごみを捨てやすいほうを選択する一対比較法の実験を行うこととした。実験




実験 1 では，上述した 3 要因を独立に操作した上で組み合わせた 12 種類（2×2×3）





側面を評価する用語として「汚い」を加えた 5 項目について，「全く感じない」を 0，
「はっきり感じる」を 5とする 6件法の評定を実施した。 
実験 1のごみの捨てやすさの選択結果について，監視カメラ要因は無し条件で，先
行ごみ要因については有り条件で，景観要因では，草むら＞更地＞花畑の順にごみが










































































































































































































































みられた。実験 1・3・4 はピアの近くで検討を行い，実験 5 では，広域で他者からも
見られる可能性のある場所で検証を行った点が大きく異なり，実験 5 では監視性の要
因も含まれていたために効果が得られた可能性も考えられる。 
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本論文は，社会的迷惑行為の一つであるごみのポイ捨てを取り上げ，それを抑制す
る環境づくりについて検討した。そして，様々な理論や本研究の結果から，狭域―広
域という対象場所の範囲やコスト面，さらには監視性と領域性の視点を中心に再構築
した。ごみのポイ捨てがなされる場所はそれぞれに特徴があり，一つの手法を全ての
環境に当てはめることは不可能である。本論で再構築した視点は，その様々な環境に
応用可能な汎用性の高いものであると言える。 
